
　　

　外科医師　深原　一晃（ふかはら かずあき）

　

◆新病院長あいさつ　　　　　　　　　　　　　

　この度、島多勝夫先生の後任として４月に院長を拝命しました深原一晃と申します。この
「地域連携だより」の紙面をお借りして、就任のご挨拶を申し上げます。
　わたくしは射水市（旧新湊市）の生まれで、1991年に富山医科薬科大学を卒業し、母校の
第一外科に入局しました。第一外科で心臓血管外科医としてのトレーニングをスタートし、4
年間の海外留学を経て2001年に大学病院に帰学し、その後20年あまり大学で心臓外科医とし
て多くの患者さんの手術に携わらせていただきました。島多先生の退官に当たってお声をか
けていただき、生まれ育った地元の病院ということもあり、残りの医師人生を地域医療を中
心とした患者さんにより近い状況で一から医療に取り組みたいと決心しました。
　
　大学病院では心臓血管外科という専門性の高い職種でしたので、わたくしにとって地域医
療は全く新しい分野になります。専門であった心臓血管外科の医療は完全なチーム医療であ
り、術前、術中、術後と多くの職種のスタッフが力を合わせてひとりの患者さんの命を救う
努力をしています。その習熟度の高さにより、手術成績が決まりますが、その中で重要なこ
とは多職種でコミュニケーションを良くして同じ目標を持ち、方向性を定めて各部署のス
タッフが医療のプロフェッショナルとしての役割を果たていくことだと考えています。射水
市民病院においても、地域の医療機関のスタッフの方々のいろいろな意見をお聞きし、風通
しの良い病院にしたいと思っております。
　
　今年度の診療報酬改定では、地域医療の役割について機能分化・強化が求められ、かかり
つけ医の評価と外来機能の明確化、多職種連携など、これまで以上に地域の医療連携が重要
になってくることになりました。地域住民の健康と命を守るために、大学病院との連携も強
化し、射水市の基幹病院として住民の方々のみならず、医療関係者の方に頼られる病院にし
てゆきたいと思っております。医療機関の皆様にはご支援いただきますよう、どうかよろし
くお願いします。
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射水市民病院では、射水市で診療に携わっている先生方との日々の医療連携を強化し、地域住民

の安心と健康の増進のために努力しています。このたよりでは、主に病診連携の会で発表した症例

報告についてご紹介していますが、新型コロナウイルスの蔓延後、思うように病診連携の会を開催

できておりません。代替えとしまして、今回は、「新病院長あいさつ」「ドクター紹介（202４年

４月現在）」「各種お知らせ」についてご紹介いたします。
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　<内科>   山谷Dr.　5/9（木）休診        田尻Dr.　5/10（金）休診

　<整形外科>   河合Dr.　5/23（木）、24（金）不在

　<脳神経外科>   増田Dr.　5/9（木）、10（金）休診　　5/16（木）午前予約のみ・午後不在

　<耳鼻咽喉科>   山本Dr.　5/15（水）午後休診  　5/16（木）、17（金）休診

　<小児科>   長森Dr.　５/8（水）、29（水）午後休診

　<眼科>   舘野Dr.　5/9（木）、16（木）、23（木）、30（木） 受付9:30まで・午後休診

・当院乳腺外来では、富山大学第２外科から派遣される女性ドクターが診察を行っています。

　【診察日】毎月第１、３、５木曜日の午前（９：００～１２：００）

　　　　　　　※予約がなくても受診可能です。　

　　〇荒木美聡ドクター  【専門】乳腺科、内分泌科（甲状腺など）　

　　　　お問い合わせ・ご質問・予約などございましたら下記までご連絡ください。

　　　　< 予約 >　ＴＥＬ　0766-(82)-8100  （内線 1184）、ＦＡＸ(82)-8764

　　　　< 直通 >　ＴＥＬ　0766-(82)-8136  （事務担当　明野）

射水市民病院

お知らせ

１ 外来診療科 休診及び変更のお知らせ

２ 乳腺外来のお知らせ

生命を尊重し、患者一人ひとりに最適な医療を提供する

1  地域住民から最も信頼され親しまれる病院になる

【 患者個人の尊重 】

1  患者の最も利益になる医療を実践する

2  常に患者とともにある医療を実践する

3  十分な説明と同意に基づくわかりやすい医療を実践する

【 最適な医療 】

1  科学的根拠に基づく個別医療を実践する

2  安心と希望を与える医療を実践する

3  医療の安全管理に最善の努力をする

4  よりよい医療提供のために精進を怠らない

【 地域への貢献 】

1  地域の医療・福祉・保健機関と相互協力する

2  職員が誇りと夢を持てる病院にする

3  健全で特徴ある病院運営に努力する

2  創意工夫とチームワークにより特色ある医療を展開し

常に進歩する病院になる

基 本 方 針

射 水 市 民 病 院 理 念

展 望
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